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なぜDBJが？
（制度創設の想い）

優良資産の次世代継承のため、都市インフラとして
環境・社会的側面において⻑期利⽤可能な不動産を
蓄積し、それらの資産を対象とした不動産⾦融市場
の整備・育成へ貢献したいとの想い。

グリーンビルディングとは？

我々は、グリーンビルディングを“持続可能な社会
実現のためのより良い循環”に資する建物や資産、

つまりサステナブルな不動産と考えます。

認証創設の背景
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DBJ Green Building認証とは？

「環境・社会への配慮」を併せ持つ不動産の評価を通
じ、“事業者“と”⾦融機関・投資家“の架け橋となるこ
とを目的に創設された環境不動産認証制度です。

制度の特徴は？

まず、極⼒シンプルであること。グリーンビルディン
グは必ずしも建築や不動産の専門家だけのものではあ
りません。建物の性能や定量面だけに着目した評価と
せず、対話・協調のツールとして⻑期的視点に⽴った
事業者の取組や運営上の配慮も重視しています。

つまり、

不動産ストックに対するESGの取り組みを、
可視化を通して支援します。

スコアリング概要

 オフィス・リテール・ロジ・レジの4クラス

 環境・社会への配慮を5分野から評価

 300点満点の加点方式（設問数85）

 対話性を重視した簡明な評価項目

 革新的な取り組みを評価する

「イノベーションポイント」を採⽤

DBJ Green Building 認証概要
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DBJ Green Building認証の基本方針

評価分野* DBJ GB認証 CASBEE不動産(2016) CASBEE建築(2016) LEEDBD+Cv.4(2014)

Sustainable Site 14（交通/緑化/環境リスク） 20（生物多様性/敷地） 25.00 16(Location/Transport)
10(Site)

Water 6（節水） 10（水） 2.25 11

Energy/GHG 22（エネルギー） 35（エネルギー/GHG) 25.00 33

Material, Durability & 
Reliability 13（廃棄物/防災/防犯） 20（資源利⽤/安全） 27.75 13

Indoor Environment 
Quality 8（スペック・快適性） 15（室内環境） 20.00 16

Management 9（パートナーシップ/情報開示） n.a. n.a. 1

Innovation 21 n.a. n.a. 6

Reginal 8（利⽤者多様性/地域との関わり） n.a. n.a. 4

合計 100 100 100 100

 不動産のハードスペック面だけでなく運営面にも着目した総合評価とする。これにより、築年の経過した物件においても
ESGを通じた事業者の取組を可視化できるツールとし、その取組を後押しする。

 建築・設計の技術的専門家に限られない不動産に携わる幅広い層のステークホルダーに対し、環境・社会への配慮に関す
る取組についての対話機会を提供するため合理的な範囲でシンプルにする。

 UNEP SBCI（国連環境計画におけるサステナブル建築と気候変動に関するイニシアティブ）のフレームワークや主要な環
境不動産評価ツールを考慮（評価分野ごとの重み付け）した設問構成。

*CASBEE不動産評価マニュアル(2016年度)による評価分野の重み付け
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DBJ Green Building認証の5つの視点

Environment

Social

Governance
に基づく５つの視点による総合評価

建物の環境性能
省エネルギー・省資源

（省エネ性能・再エネ・節⽔ 等）

Energy & Resources

テナント利⽤者の快適性
建築性能・利便性・空間の快適性

（設備仕様・環境・健康配慮 等）

Amenity

多様性・周辺環境への配慮
景観、利⽤者多様性、地域との関わり

（ 緑 化 ・ ﾕ ﾆ ﾊ ﾞ ｰ ｻ ﾙ ・ 育 児 サ ポ ー ト 等 ）

Community & Diversity

ステークホルダーとの協働
パートナーシップ・情報開示

（対話・啓発活動・ディスク支援 等）

Partnership

危機に対する対応⼒
環境リスク対応・防犯対策・防災対策
（耐震性能・備蓄・警備体制 等）

Resilience

26問
（3問）
38%

12問
（2問）
13%

11問
（1問）

11%

16問
（3問）
16%

20問
（3問）

21%

設問数
（うちイノベーション項目）

配点割合%



5

Ｓ（社会課題）に関する評価項目

51

Community 
&
Diversity

利用者多様性
への配慮

ハード対応

子供関連設備の整備

52 ユニバーサルデザイン

53

ソフト対応

利用者多様性への配慮

54 外国人・インバウンド対応（外
国語ガイダンス）

55 ホスピタリティ（コンシェルジェ、
窓口対応）

I-9 イノベーション Innovation!

56

周辺環境への
配慮

緑化

緑化①（建物付帯）

57 緑化②（敷地内）

58 熱環境緩和

59

地域

地域との関わり促進

60 景観保全に対する取り組み

61 地元文化への配慮

62 グリーンインフラに関する取り
組み

I-10

Community 
&
Diversity

周辺環境への
配慮

イノベーション Innovation!

63
生物多様性

生態系維持への配慮 生態系維持への配慮

I-11 イノベーション Innovation!

64

Partnership

パートナーシッ
プ

テナント エネルギー使用量の共有

65 テナント・住人 啓発活動（通常業務）

66 テナント・住人 関係者との対話

67 PM・BM 省エネ目標の共有

68 PM・BM 長期修繕計画の策定（15年
程度）

69 PM・BM BCPマニュアル等の整備

I-12 イノベーション Innovation!

70

情報開示

環境維持
建物所有者、AMの環境マネ

ジメント体制

71 環境維持
DBJ Green Building認証の

継続取得

72 ディスクロージャー活
動

CO2情報の開示

73 ディスクロージャー活
動

環境情報発信
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認証結果に関する検証（2019年モデル以降）
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認証結果に関する検証（2019年モデル以降）

2019年モデルよりEnergy & Resourcesに名称変更
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S分野の評価事例・イノベーション事例

Aビルディング(名古屋)／オフィス／2021Plan★★★★★
 地域イベントへの参加（近隣ごみ拾い、夏祭り協賛、公園の清掃活動、防災イベントへの参加、共同避難訓練の参加）
 階段利⽤の促進

Ｂタワーマンション（東京）／レジデンス／2016★★★★
 認定保育所の設置（全体の約2割を子育て世帯向けとして、入居募集を未就学児がいる世帯に限定）
 子供のラーニングスペース、小児科・病後児保育室等の施設を併設
 賃料の⼀部収益を子育て⽀援施設の運営費に充当

Cオフィス開発（東京）／オフィス／2021Plan★★★★★
 健康食を提供するテナント専⽤の食堂の整備
 地元イベントへの対する施設開放、ボランティア参加、町会⽤倉庫の提供
 エリアマネジメント運営法人を設⽴し、芸術文化SDGsに関連したイベントを企画

Dレジデンス（東京）／レジデンス／2021★★★★★
 近隣店舗を館内イベントに誘致（共⽤部で住人向けマルシェ、ブリュワリー、花屋等を招いたイベント開催）

Eオフィス（東京）／オフィス／2021★★★★★
 タウンマネジメント活動の推進を目的に地域文化を継承するイベント等を主催、
 建築遺産の保存、再生に関する取組みの展示（パネル）

Ｆオフィス（東京）／オフィス／2021★★★★★
 ヨガ、ランニングなど、ワーカー向けの運動イベントを実施、エクササイズ動画を総務担当あてに配信

G物流倉庫／ロジスティクス／2021★★★★★
 ラウンジの内装木質化
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S分野の評価事例・イノベーション事例

三菱地所株式会社／丸の内パークビルディング／オフィス／2021★★★★★

出典：https://www.marunouchi.com/lp/ambassador/

評価ポイント：丸の内アンバサダー活動及びエリアマネジメント

日本ハム／ESCON HOKKAIDO／リテール／2021Plan★★★★★

評価ポイント：玩具企業との連携による子供の「遊び場」の提供
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経済性分析

Copyright (C) 2019 Japan Real Estate Institute All Rights Reserved.

⽇本不動産研究所により、2015年からDBJ Green Building認証の経済性分析「認証と賃料・キャップレートとの相関」（尚
絅学院大学横井渉央講師監修）を実施しています。
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